
山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
七
十
四
号
　
　
令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、六
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

三
四
三

山
梨
県
公
報

第
五
百
七
十
四
号

令
和
七
年

六
月
二
十
六
日

木　曜　日

目

次

告

示

○
保
安
林
の
指
定
の
予
定	

三
四
三

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
一
部
変
更
の
認
可
（
二
件
）	

三
四
三

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
委
任	

三
四
三

公

告

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任	

三
四
四

人
事
委
員
会

○
簡
易
な
手
続
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取

扱
事
務
の
名
称
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

三
四
五

○
山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

三
四
五

監
査
委
員

○
山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

三
四
六

○
山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

三
四
六

そ

の

他

○
山
梨
県
議
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	

三
四
七

○
山
梨
県
議
会
事
務
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	
三
四
七

○
山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令	
三
五
一

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
二
百
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

保
安
林
の
所
在
場
所　

都
留
市
朝
日
曽
雌
字
茅
野
一
一
七
七
の
内
三
、
一
一
八
四
の
二
、
一
一
八

六
の
二
、
一
一
八
六
の
九

二　

指
定
の
目
的　

水
源
の
涵か
ん

養

三　

指
定
施
業
要
件

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

1　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

2　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

3　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び
都
留
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七

年
六
月
二
十
日
下
山
土
地
改
良
区
の
定
款
の
一
部
変
更
を
認
可
し
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

山
梨
県
告
示
第
二
百
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
七

年
六
月
二
十
日
御
勅
使
川
右
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
の
一
部
変
更
を
認
可
し
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

山
梨
県
告
示
第
二
百
七
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定

構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
法
第
七
十

七
条
の
三
十
五
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

㈠　

名
称　

一
般
財
団
法
人
日
本
建
築
総
合
試
験
所

㈡　

住
所　

大
阪
府
吹
田
市
藤
白
台
五
丁
目
八
番
一
号

二　

業
務
区
域　

山
梨
県
全
域

三　

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地　

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
五
番
八



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
七
十
四
号
　
　
令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

三
四
四

二　

就
任

号
及
び
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
内
本
町
二
丁
目
四
番
七
号

四　

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
及
び

当
該
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
の
開
始
の
日

㈠　

業
務　

建
築
基
準
法
第
十
八
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
法
第
六
条
の

三
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
構
造
計
算
適
合
性
判
定
が
必
要
な
全
て
の
建
築

物
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務

㈡　

業
務
の
開
始
の
日　

令
和
七
年
七
月
一
日

公　
　
　

告

◉　

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
一
宮

町
市
之
蔵
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
知
事　
　

長　
　

崎　
　

幸 

太 

郎

一　

退
任

役
職
名
氏
名

住
所

退
任
年
月
日

理
事
長
三
枝
久
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
九
十
二
番

地

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

理
事

望
月
宏
司

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
八
十
四
番

地
一

同

同

鈴
木
裕
明

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
五
百
六
十

一
番
地

同

同

堀
内
信

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
六
十
七
番

地

同

同

佐
野
修

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
百
二
十

五
番
地

同

同

鈴
木
伸
二

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
二
百
十
四

番
地

同

同

萩
原
秀
雄

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
百
三
十
番

地

同

同

堀
内
亮

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
七
十
五
番

地

同

同

古
屋
敏
紀

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
三
十
四
番

地

同

同

岩
間
宏
輝

笛
吹
市
一
宮
町
塩
田
八
百
九
十
番

地

同

監
事

鈴
木
清
孝

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
百
二
十

八
番
地

同

員
外
監

事

深
山
良
子

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
九
百
七
十
六

番
地
一

同

役
職
名
氏
名

住
所

退
任
年
月
日

理
事
長
三
枝
久
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
九
十
二
番

地

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

理
事

望
月
宏
司

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
八
十
四
番

地
一

同

同

鈴
木
裕
明

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
五
百
六
十

一
番
地

同

同

堀
内
信

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
六
十
七
番

地

同

同

佐
野
修

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
百
二
十

五
番
地

同

同

鈴
木
伸
二

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
二
百
十
四

番
地

同

同

萩
原
秀
雄

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
百
三
十
番

地

同

同

堀
内
亮

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
七
十
五
番

地

同

同

古
屋
敏
紀

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
三
十
四
番

地

同

同

岩
間
宏
輝

笛
吹
市
一
宮
町
塩
田
八
百
九
十
番

地

同

監
事

鈴
木
清
孝

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
百
二
十

八
番
地

同

員
外
監

事

深
山
良
子

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
九
百
七
十
六

番
地
一

同

役
職
名
氏
名

住
所

就
任
年
月
日

理
事
長
鈴
木
裕
明

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
五
百
六
十

一
番
地

令
和
七
年
四
月
一
日

理
事

三
枝
久
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
九
十
二
番

地

同

同

萩
原
和
宏

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
十
九
番

地

同

同

山
口
英
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
九
百
六
十

二
番
地

同

同

山
口
森

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
七
百
九
十

番
地
一

同

同

堀
内
政
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
百
二
十
七

番
地

同

同

降
矢
好
文

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
五
百
二
十

五
番
地

同

同

田
中
茂

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
百
二
十

九
番
地

同

同

鈴
木
竜
吉

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
七
十
二
番

地

同

同

萩
原
美
鈴

笛
吹
市
一
宮
町
新
巻
七
十
五
番
地
同

監
事

望
月
宏
司

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
八
十
四
番

地
一

同

員
外
監

事

深
山
良
子

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
九
百
七
十
六

番
地
一

同



山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
七
十
四
号
　
　
令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

三
四
五

委　

員　

長　
　

中　
　

島　
　

琢　
　

雄

簡
易
な
手
続
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
務

の
名
称
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

簡
易
な
手
続
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
名

称
等
（
令
和
五
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
中
二
十
二
の
項
を
二
十
四
の
項
と
し
、
十
三
の
項
か
ら
二
十
一
の
項
ま
で
を
二
項
ず
つ
繰

り
下
げ
、
十
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
三　

民
間
企
業
等
職
務
経
験

者
を
対
象
と
し
た
職
員
採
用

選
考

同
右

同
右

同
右

十
四　

非
正
規
雇
用
者
を
対
象

と
し
た
職
員
採
用
選
考

同
右

同
右

同
右

本
則
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
十
五　

職
員
採
用
選
考
（
警

察
鑑
定
研
究
）

同
右

同
右

同
右

二
十
六　

職
員
採
用
選
考
（
薬

剤
師
）

同
右

同
右

同
右

二
十
七　

職
員
採
用
選
考
（
臨

床
検
査
技
師
）

同
右

同
右

同
右

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
三
号

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委　

員　

長　
　

中　
　

島　
　

琢　
　

雄

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

簡
易
な
手
続
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
名

称
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

役
職
名
氏
名

住
所

就
任
年
月
日

理
事
長
鈴
木
裕
明

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
五
百
六
十

一
番
地

令
和
七
年
四
月
一
日

理
事

三
枝
久
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
九
十
二
番

地

同

同

萩
原
和
宏

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
十
九
番

地

同

同

山
口
英
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
九
百
六
十

二
番
地

同

同

山
口
森

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
七
百
九
十

番
地
一

同

同

堀
内
政
樹

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
百
二
十
七

番
地

同

同

降
矢
好
文

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
五
百
二
十

五
番
地

同

同

田
中
茂

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
四
百
二
十

九
番
地

同

同

鈴
木
竜
吉

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
七
十
二
番

地

同

同

萩
原
美
鈴

笛
吹
市
一
宮
町
新
巻
七
十
五
番
地
同

監
事

望
月
宏
司

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
八
十
四
番

地
一

同

員
外
監

事

深
山
良
子

笛
吹
市
一
宮
町
国
分
九
百
七
十
六

番
地
一

同
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三
四
六

関
す
る
こ
と
。

六　

次
長
の
時
間
外
勤
務
及
び
休
日
勤
務
（
休
日
の
代
休
日
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
命
令
並
び

に
時
間
外
勤
務
代
休
時
間
及
び
休
日
の
代
休
日
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
中
第
十
一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条

第
三
号
中
「
、
子
育
て
時
間
」
及
び
「
、
介
護
時
間
」
を
削
り
、
「
の
承
認
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間

を
割
り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四　

職
員
（
事
務
局
長
及
び
次
長
を
除
く
。
）
の
部
分
休
業
（
育
児
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
子

育
て
時
間
及
び
介
護
時
間
の
承
認
に
関
す
る
こ
と
。

五　

監
査
指
導
監
及
び
総
括
次
長
補
佐
の
時
間
外
勤
務
及
び
休
日
勤
務
の
命
令
並
び
に
時
間
外
勤
務

代
休
時
間
及
び
休
日
の
代
休
日
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
第
二
号
中
「
、
子
育
て
時
間
」
及
び
「
、
介
護
時
間
」
を
削
り
、
「
の
承
認
」
の
下
に
「
、

勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し
書
を
削

り
、
同
条
第
三
号
中
「
職
員
」
の
下
に
「
（
事
務
局
長
、
次
長
、
監
査
指
導
監
及
び
総
括
次
長
補
佐
を

除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
及
び
子
ど
も
手
当
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
監
査
委
員
訓
令
第
二
号

山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
監
査
委
員　
　

入　
　

倉　
　

博　
　

文

同　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　

込　
　

正　
　

純

同　
　
　
　
　
　
　
　

卯　
　

月　
　

政　
　

人

同　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　

本　
　

秀　
　

憲

山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
監
査
委
員
訓
令
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
時
間
等
の
申
告
）

第
六
条
の
二　

職
員
は
、
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八

年
山
梨
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
勤
務
時
間
等
申
告
簿
兼
割
振
り
簿
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
人
事
委
員
会
事
務
専
決
規
程
（
昭
和
四
十
五
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
十
八
号
ロ
中
「
、
介
護
時
間
」
を
削
り
、
「
並
び
に
」
を
「
、
勤
務
時
間
を
割

り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
、
」
に
改
め
、
「
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
の
下
に

「
並
び
に
部
分
休
業
（
育
児
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
子
育
て
時
間
及
び
介
護
時
間
の

承
認
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
の
二　

事
務
局
職
員
（
事
務
局
長
、
次
長
及
び
総
括
次
長
補
佐
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
休

業
、
子
育
て
時
間
及
び
介
護
時
間
の
承
認
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
条
第
二
項
第
十
二
号
ロ
中
「
、
介
護
時
間
」
を
削
り
、
「
並
び
に
週
休
日
の
振
替
」
を
「
、
勤

務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
、
週
休
日
の
振
替
並
び
に
部
分
休
業
、

子
育
て
時
間
及
び
介
護
時
間
の
承
認
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
第
四
号
ロ
中
「
、
介
護
時
間
」
を
削

り
、
「
承
認
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
」
を
加

え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監 

査 

委 

員

山
梨
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号

山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
監
査
委
員　
　

入　
　

倉　
　

博　
　

文

同　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　

込　
　

正　
　

純

同　
　
　
　
　
　
　
　

卯　
　

月　
　

政　
　

人

同　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　

本　
　

秀　
　

憲

山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
監
査
委
員
事
務
局
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
監
査
委
員
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

四
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
、
子
育
て
時
間
」
及
び
「
、
介
護
時
間
」
を
削
り
、
「
の
承
認
」
の

下
に
「
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
」
を
加
え
、
同
号
た
だ
し

書
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五　

次
長
の
部
分
休
業
（
育
児
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
子
育
て
時
間
及
び
介
護
時
間
の
承
認
に
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目
次
中
「
第
六
条
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
章
中
第
六
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
時
間
等
の
申
告
）

第
五
条
の
二　

職
員
は
、
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八

年
山
梨
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
申
告

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
勤
務
時
間
等
申
告
簿
兼
割
振
り
簿
（
第
四
号
様
式
の
二
）
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八

年
山
梨
県
条
例
第
五
号
。
）
」
を
「
勤
務
時
間
条
例
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
三
か
ら
第
十
六
条
の
五
ま
で
の
規
定
中
「
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

に
関
す
る
条
例
」
を
「
勤
務
時
間
条
例
」
に
改
め
る
。

第
四
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

年
山
梨
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
」
を
「
勤
務
時
間
条
例
」
に
改
め

る
。第

二
十
七
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
二　

第
六
条
の
二
の
勤
務
時
間
等
申
告
簿
兼
割
振
り
簿

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

そ　

の　

他

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号

山
梨
県
議
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
議
会
議
長　
　

渡　
　

辺　
　

淳　
　

也

山
梨
県
議
会
事
務
局
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
議
会
事
務
局
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
八
条
第
四
号
中
「
勤
務
に
」
を
「
職
務
に
」
に
改
め
、
「
承
認
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
を
割
り

振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
三
号
中
「
承
認
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の

割
振
り
」
を
加
え
、
「
振
替
え
」
を
「
振
替
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
三
号
中
「
、
職
務
」
を
「
及
び
職
務
」
に
改
め
、
「
承
認
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
を
割

り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間
の
割
振
り
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
第
二
号
中
「
承
認
」
の
下
に
「
、
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
の
設
定
及
び
勤
務
時
間

の
割
振
り
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
二
号

山
梨
県
議
会
事
務
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
議
会
議
長　
　

渡　
　

辺　
　

淳　
　

也

山
梨
県
議
会
事
務
局
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
議
会
事
務
局
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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勤
 
務

 
時

 
間

 
等

 
申

 
告

 
簿

 
兼

 
割

 
振

 
り

 
簿

第
4
号

様
式

の
2
（

第
5
条

の
2
関

係
）

（
所

属
）

　
　

　
　

（
職

）
　

　
　

（
氏

名
）

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

時
間

　
分

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

時
間

　
分

(
注

)
1
　

「
週

休
日

・
休

日
」

欄
に

は
、

勤
務

時
間

条
例

第
3
条

第
1
項

本
文

に
該

当
す

る
日

に
「

週
休

日
」

を
、

同
条

例
第

9
条

に
該

当
す

る
日

に
「

休
日

」
を

そ
れ

ぞ
れ

記
入

す
る

。

本
人

印
申

告
日

年
 
月

 
日

年
 
月

 
日

変
更

単
位

期
間

開
始

日
年

 
月

 
日

決
裁

者

の
印

年
 
月

 
日

割
振

り
日

単
　

位
　

期
　

間
週

間

週
休

日
・

休
日

単
位

期
間

終
了

日
年

 
月

 
日

年
 
月

 
日

勤
務

時
間

数
小

計

備
考

申
告

（
変

更
の

申
告

）

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

時
間

　
分

勤
務

時
間

数
小

計

割
振

り
（

変
更

の
割

振
り

）

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

時
間

　
分

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

割
り

振
ら

な
い

日
・

特
例

対
象

日

始
業

時
刻

・
終

業
時

刻
休

憩
時

間
割

り
振

ら
な

い
日

・
特

例
対

象
日

始
業

時
刻

・
終

業
時

刻
休

憩
時

間

年
月

日

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

時
間

　
分

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

　
時

　
　

分
～

　
　

時
　

　
分

時
間

　
分

　
時

　
　

分
～

　
　

時
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「
割

り
振

ら
な

い
日

・
特

例
対

象
日

」
欄

に
は

、
勤

務
時

間
条

例
第

3
条

第
3
項

中
「

勤
務

時
間

を
割

り
振

ら
な

い
日

」
に

該
当

す
る

日
に

「
割

り
振

ら
な

い
日

」
を

、
山

梨
県

職
員

の
勤

務
時

間
、

休
日

及
び

休
暇

に
関

す
　

　
 
る

規
則

第
1
条

の
3
第

1
項

第
2
号

中
「

特
例

対
象

日
」

に
該

当
す

る
日

に
「

特
例

対
象

日
」

を
そ

れ
ぞ

れ
記

入
す

る
。

第
4号
様
式
の
2（

第
5条

の
2関

係
）
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附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
六
月
二
十
六
日

山
梨
県
議
会
議
長　
　

渡　
　

辺　
　

淳　
　

也

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
八
年
山
梨
県
議
会
訓
令
甲
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
山
梨
県
議
会
職
員
」
を
「
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
本
文
の
規
定
に

よ
り
割
り
振
る
山
梨
県
議
会
職
員
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2　

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
る
山
梨
県
議
会
職
員
の
勤
務
時
間
は
、
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

2　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
る
一
日
の
勤
務
時
間

が
六
時
間
以
下
で
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
休
憩
時
間
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年

山
梨
県
条
例
第
五
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
」
を
「
条
例
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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